










― 29-1 ― 
 

 

コラム ～外国人とのコミュニケーション～ 

  皆さんは、札幌市にどれくらいの外国人が住んでいるか、知っていますか？ 

  答えは、約 14,000 人。出身地は、約 130 ヵ国・地域にのぼります。（いずれも○○ 

年○月現在） 

  では、外国人に制度の説明などをするとき、何語で伝えれば良いのでしょうか。 

札幌市では行政情報の多言語発信に取り組んでいますが、全ての言語を網羅する 

 ことは、現実的ではありませんよね。 

  実は、簡単な日本語であれば、意思疎通できる外国人が多いことがわかっています。

そこで皆さんに知ってほしいのが、「やさしい日本語」です。 

 ✏ やさしい日本語とは 

   難しい言葉を平易な言葉に言い換える、文章の構造を簡単にする、ルビを振る 

などして、日本語理解が不十分な外国人にもわかりやすくした日本語のことです。 

  ＜例＞ 
日本語 やさしい日本語 

公共交通機関でお越しください 電車
でんしゃ

や バス
ば す

で 来
き

てください 

市役所内は禁煙です 市
し

役所
やくしょ

の 中
なか

で たばこを 吸
す

わないで ください 

どうぞおかけください 座
すわ

って ください 

手続きに関する書類はお持ちですか 必要
ひつよう

な ものは 持
も

っていますか 

こちらの欄に連絡先をご記入ください ここに あなたの 電話番号
でんわばんごう

を 書
か

いてください 

 ✏ やさしい日本語の作り方 

  ・伝えたい情報の優先順位をつけ、余分な情報はカットする 

  ・複数の意味を持つ言葉はなるべく使わない 

  ・一文を短くして、ゆっくり、はっきり話す 

  ・文書の場合は漢字にルビを振り、言葉の区切りに空白を入れる 

 

以上のようにいくつかのポイントはありますが、大切なのは、相手の立場に立って、 

どのような配慮や工夫が必要なのかを考えることです。 

   また、やさしい日本語には、「易しい」と「優しい」の二つの意味が込められて 

おり、外国人だけではなく、子どもや高齢者、障がい者とのコミュニケーションに 

も活用が期待されています。 

   日本人も外国人も、誰もが安心して暮らせる社会の実現を目指しましょう！ 

令和４年度新採用職員テキストに 

掲載予定（イメージ） 








































